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(31 講義セ ミナーの日程は下表の通 りですO
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6日間をほぼ 3分 して第 1期は全体の 主ntroducもion を兼ねてdielectric
function を中心 に_し′たテ ーマを集め実験理論を簡わず理解 し易い内容 とを
りましたQ第2期はBand.構造 と光学的性質.多体効果等主に理論的をテーマ
選ばれ第 3期LJrLレーサ ーやメ-サーのdynamicsを採 りあげました｡各講義 と
も初歩的段階の入門か ら相当高度の最近の発展をも含み充実したもので した｡
特に各講師が相互に内容の連絡調整を心が吋 て下さっ たのは感覇者の理解 を助
けたと思いますo
t4) 参加者 は物理学会誌等を通 じて公募しましたとこ.ろ約 115名産の応募者/･-
がありましたo会′場の収容能力に限度があ り全ての応募者の希望に添 えをかづ
たのはまことに残念でしたO




針を基太 として国内参加者lO2名 (うち 通学 3名)を定めましたO その 内訳は
下表の通 りですO
､理 論 夷 ~験 ■Jp ･■合 p計
講 師 以 上 26 16 42.
助手､大朝覧(汐夕-ヲ｢ス) 34 ll+ ･45
会 社 .等 5 10 15
大学以外に官庁､公社.会社､研番所か らも相当数の方.が参加 されま.したc
t5) 本年度は半導体国際会議がひきつづいて開かれ た事情 もあ り,又積極的に
海外に もinformationを流しましたので外国人参加が多かつ たので国際夏の
学校の名にふさわ しかっ たと思いますO 講師 6名の他に米国か ら 10名仏 国か
ら3名の参加があ りました｡東独か らの参加 は珍 しく歓迎すべ きことでしたO
海外か らの参加者が多 く叉すでに研究を通 じて国内参加者を旧知の人 々も多か
ったことも手伝っ て講義以外のdiscussionsが非常に盛んで夏の学校の雰囲
気を盛 り上げるの陀役立ちましたC
これ らの事情を反映 して参加者がグループを作 り種々をセ ミナ-が開かれま
したO以下にその Speaker と題 目を記 しますO
(1) -Seminar I (8月30日夜)
題 :Layer一七ypeSemiconductingCompounds









4.fI.臼asegawa(京大理) :七andauLevelsandExcition in two,T
dim血･sionc1-crystalsI
(2) Seminar工工 (8月 3 1日夜 )
感 ･.Burs七eid,Bokの講義に関す る質問及 び討論




2.且 flasegawa(京大理) :勤ro-Pairs瓦Ⅹcitation Spectraof
琶iectronG･as


























1.乱Takahashi(東大理) :Quantu n Theory ofNoise








(6) 太年度夏の学校の経費は第 2部素粒子 と共同で参加者か ら130 万円及び
学術振興会内の募金委員会VL寄贈され た55O万円によって賄われましたQ
第 1部 物性の部の参加者は参加碧及滞在費の一部 としてアカデ ミー-クス
宿泊の方は 5OO0 円ロン グビーチホテル滞在の方は lOOOO 円を払いましたQ
但し自己負担を申し出られた方は別に実費全額を払われたことに怒 ります｡
物性の部の支出は 287万 6720円七内訳は下表の通 りですQ
日永人参加者め滞麺 及び嘩蛍の神助 1,770,520
:外国人参加者の滞在費補助(10人) .192,000.









子 と合同で久保委員長を埠じめ昨年髭 と同様でありますが物性側か ら本年度は
森田章 (東北大)植村泰忠 (東大)の 2名が参加 しましたo
募金は藤岡由夫委員長の募金委員会が担当し学振を通じで大蔵省か ら免税の
許可を得ま したo
物性の部の実務は植村研究室が賢番 としてこれに当 り植村が責任者 とそって
菅野_豊沢 (物性研)森田 (東北大)長谷川 .(京大)が随 時集って.企画の原案
を作 り上村 (東大)が庶務､l会計全般 の幹事役を引き受けましたO又企画の進
展にももをい霜田 (東大)清水 (理研)の両氏に参加 していただきましたO 重




(8) 講義の内容については担 当者の報告と長谷川洋氏のまとめを御参照下 さい記
Lecturenote が昨年同だ墓等房か ら1967年春頃発売され る予定ですo
一▼
(9) 最初にアンケー ト等を通じいろいろと助言を下さっ た方々又会期中いろい
ろと協力 して下さった方々に当番研究室として厚く謝意を表しますO
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